
健康増進課
だより

32-7890

結城ブランド認定
まゆげった弁当、ご注文承ります
結城市民情報センター3Ｆでも
ご利用できます 20名～300名

☎0296-22-7702

　人々の生活に必要不可欠な医療・看護・福祉・教育等
（エッセンシャルワーク）の分野で活躍する方々の社会的評
価やニーズがさらに高まります。当学院では、幅広い年齢層
（20代～40代）の生徒が学び、卒業後は地域医療の最前線
で活躍しています。

※下館南中学校そば ホームページ

コロナ禍で奮闘する
医療従事者の皆様に
感謝とエールを贈ります。

ー 社会人入試制度あり ー

募集要項頒布中／入学相談・学院見学・随時受付中

筑西市二木成827-1
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巧
妙
な
舌
の
力

舌
は
、
口
の
中
で
も
歯
の
次
に
存
在

感
が
あ
り
ま
す
。

舌
は
筋
肉
の
塊
と
い
え
ま
す
。一般
に

筋
肉
は
骨
格
を
動
か
し
た
り
固
定
す
る

機
能
を
持
ち
ま
す
が
、
舌
の
一
部
の
筋

肉
は
骨
格
に
は
全
く
作
用
せ
ず
、
舌
の

形
を
自
由
自
在
に
変
え
る
働
き
を
し
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
筋
肉
は
頭
蓋
骨
や

下
あ
ご
の
骨
に
つ
い
て
お
り
、
舌
を
出

し
た
り
引
っ
込
め
た
り
す
る
た
め
に
働

き
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
性
質
を
持
っ
た
筋
肉
に
よ

っ
て
、
舌
は
巧
妙
な
動
き
を
し
て
、
食

べ
物
を
捉
え
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
豆
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
）

を
舌
の
真
ん
中
に
置
い
て
口
を
閉
じ
、

無
意
識
に
そ
の
豆
を
食
べ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
す
る
と
、
意
識
し
て
い
な
い
の
に

豆
は
奥
歯
の
歯
の
上
に
の
っ
て
歯
は
ポ

リ
ポ
リ
と
豆
を
砕
き
始
め
ま
す
。
舌
の

働
き
で
豆
は
歯
の
上
に
正
確
に
送
り
込

ま
れ
た
の
で
す
。

こ
の
舌
の
働
き
は
、
舌
の
筋
肉
と
脳

か
ら
の
「
舌
下
神
経
」
と
い
う
神
経
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
な
ど
で
脳
の
神
経
（
舌
下
神
経
）

が
働
か
な
く
な
る
と
、
舌
の
動
き
が
阻

害
さ
れ
、
思
う
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
健
康
が
食
べ
る

こ
と
を
支
え
、
食
べ
る
こ
と
が
健
康
を

支
え
て
い
ま
す
。（

結
城
市
歯
科
医
師
会
）

人は食事をしてエネルギーにする過程で血糖値
が上昇します。その上昇した血糖値を下げるため体
内でインスリンが分泌されます。テレビなどでもよく
紹介されますので、ご存じの方も多いと思います。

インスリンは、血糖値を下げる過程で血中の糖分
を脂肪に変えて体に貯め込みます。血糖値が急激
に上昇するとインスリンが必要以上に分泌され、脂
肪の蓄積も過剰に行われてしまい肥満となります。
これが食事で太るメカニズムです。

インスリンの過剰分泌を抑えるには、血糖値の上
昇を緩やかにする必要があります。

野菜や肉・魚などのタンパク質を先に食べて、そ
の後に米・パン・麺類などの糖質を食べることで、
血糖値の急激な上昇は抑えられます。

肥満が気になる方は、まずは食事を見直してみる
と良いでしょう。　　　　　  　（結城市薬剤師会）

食事で太るメカニズム
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味
覚
障
害
と
嗅き

ゅ
う
覚
障
害

味
覚
障
害
の
原
因
は
、
亜
鉛
欠
乏
、

薬
剤
性
、
高
度
の
糖
尿
病
、
重
度
の
腎

障
害
、
重
度
の
肝
障
害
、
消
化
器
疾
患

な
ど
の
全
身
疾
患
、
脳
や
神
経
の
障
害
、

舌
炎
、
口
内
乾
燥
症
、
口
内
の
火
傷
、
風
味
障
害
、
精
神

疾
患
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

最
も
多
い
原
因
は
亜
鉛
欠
乏
で
、
薬
剤
性
や
全
身
疾
患

に
よ
り
生
じ
る
味
覚
障
害
も
、
亜
鉛
欠
乏
に
よ
る
も
の
で

す
。
特
に
高
齢
者
は
、
唾
液
の
分
泌
低
下
に
よ
り
口
内
が

乾
燥
し
や
す
く
、
数
種
類
の
薬
を
内
服
し
て
い
る
人
も
多

く
、
食
べ
る
量
や
食
材
の
種
類
も
少
な
く
な
っ
て
亜
鉛
が

不
足
し
や
す
い
な
ど
、
味
覚
障
害
に
な
り
や
す
い
と
い
え

ま
す
。

亜
鉛
が
多
く
含
ま
れ
る
食
品
は
、
魚
介
類
の
か
き
、
か

ず
の
こ
、
煮
干
し
、
た
ら
ば
か
に
、
さ
ざ
え
、
の
り
、
て

ん
ぐ
さ
寒
天
、
き
な
こ
、
み
そ
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ご
ま
、

麩
、
抹
茶
、
緑
茶
煎
茶
（
一
番
茶
）、
玄
米
茶
、
コ
コ
ア
な

ど
で
す
。

嗅
覚
障
害
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
副
鼻
腔
炎
な
ど

に
よ
る
鼻
閉
や
鼻
汁
に
よ
り
、
嗅
粘
膜
ま
で
に
お
い
が
到

達
し
な
い
た
め
に
生
じ
る
「
呼
吸
性
嗅
覚
障
害
」、
感
冒
罹

患
な
ど
に
よ
り
嗅
粘
膜
が
変
性
し
生
じ
る
「
嗅
粘
膜
性
嗅

覚
障
害
」（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
こ
の
タ
イ
プ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）、
頭
部
外
傷
や
脳
疾
患
な
ど
で
生
じ

る
「
中
枢
神
経
性
嗅
覚
障
害
」
な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

呼
吸
性
嗅
覚
障
害
は
、
薬
物
治
療
（
内
服
や
点
鼻
）
に

よ
り
改
善
す
る
人
も
多
い
で
す
が
、
中
に
は
手
術
が
必
要

な
人
も
い
ま
す
。
最
近
、
好
酸
球
性
副
鼻
腔
炎
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
難
治
性
で
軽
症
例
で
も
嗅
覚
障
害
が
出
現
し

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
嗅
粘
膜
性
嗅
覚
障
害
に
は
、
ス

テ
ロ
イ
ド
点
鼻
療
法
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

最
近
は
漢
方
薬
に
よ
る
治
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
（
結
城
市
医
師
会
）
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●
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

10
月
1
日
か
ら
、ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
が
定
期
予
防
接
種
に
加
わ
り
ま

す
。ロ

タ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
胃
腸
炎
は
、お

う
吐
・
下
痢
を
伴
う
脱
水
や
、合
併
症

で
入
院
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
は
、令
和
2
年
8

月
1
日
以
後
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で

す
。た
だ
し
、定
期
接
種（
公
費
支
払
対

象
）は
令
和
2
年
10
月
1
日
以
降
の
接

種
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

季
節
性
イ
ン
フ
ルエン
ザ
は
、ウ
イ
ル
ス

の
感
染
を
受
け
て
か
ら
1
～
3
日
間
程

度
の
潜
伏
期
の
後
に
、38
℃
以
上
の
発

熱
、全
身
倦
怠
感
、関
節
痛
な
ど
が
突

然
現
れ
、約
1
週
間
の
経
過
で
軽
快
す

る
の
が
特
徴
で
す
。

強
い
感
染
力
を
持
ち
、患
者
の
く
し
ゃ

み
や
咳
の
し
ぶ
き
を
介
し
て
感
染
し
ま

す
。高
齢
者
や
免
疫
力
が
低
下
し
て
い

る
方
で
は
肺
炎
を
伴
う
な
ど
、重
症
化

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

［
問
合
先
］

　
　
市
健
康
増
進
課

　
　

32
‐
7
8
9
0 予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

国民健康保険

市保険年金課 国保年金係　 　34−0418

Q 保険が使えないのは、どんな診療ですか。

A 次のような場合は、保険での診療は受けられ
ないため、全額自己負担となります。
①保険診療以外のもの、病気とみなされない
もの（保険のきかない治療、薬、個室料、健
康診断、予防接種、美容整形、歯列矯正、
正常分娩費用など）
②ほかの保険が使えるとき（仕事上の病気や
けがで、労災保険の対象になるときなど）
③保険の給付制限対象となるもの（犯罪、け
んか、泥酔などの理由による病気やけが、
故意の事故による病気やけがなど）

Q 交通事故にあいました。保険で治療を受け
られますか。

A 交通事故により受診する場合は、保険で治
療を受けることができます。治療費は国保
で立替払いし、後日加害者へ請求するため、
治療を受ける際は届出が必要となります。
できるだけ速やかにご相談ください。

Q 保険を適用して入れ歯（有床義歯）を製作
するときに注意することはありますか。

A 入れ歯（有床義歯）は、長期間の使用に耐
えられることから、原則として保険診療で
入れ歯を製作してから6カ月以上（歯型を
取った日間）経過しないと、新たに保険診
療で製作することができません。6カ月以
内で新たに製作する場合は、全額自己負担
となります。
特に、かかりつけの歯科医療機関を変えた
場合は、使っている入れ歯の製作時期や新
たに製作する理由を、担当の歯科医師に伝
えてください。
6カ月以内でも保険診療での新たな製作が
認められる場合がありますので、詳しくは
ご相談ください。

　

国民健康保険の
保険適用について

ワクチン名 ロタリックス
（1価生ワクチン）

ロタテック
（5価生ワクチン）

対象期間

令和2年8月1日以後
に生まれた生後6週
0日から生後24週0
日までの子

令和2年8月1日以後
に生まれた生後6週
0日から生後32週0
日までの子

接種回数 2回 3回

注意事項
初回接種は、生後6週から14週6日までに接
種すること。
同一のワクチンで接種を完了すること。

対 象 者 ・65歳の誕生日が過ぎた方
・60歳～65歳未満の内部障害1級の方

0歳～18歳（高校3年
生相当年齢）の方

期 間 令和2年10月1日～令和3年1月31日
助成金額 1人あたり1回のみ2,000円の助成
接種方法 各自医療機関に予約

協力
医療機関

・市内医療機関
・茨城県内協力医療機関
・小山地区医師会内協力医療機関

市内医療機関

注意事項

・予診票は、県内協力医療機関および、
健康増進課、山川文化会館、江川出
張所に設置

・生活保護受給者は3,600円を上限と
して助成

・市内医療機関での
接種のみ助成対象

・予診票は市内医療
機関に設置


